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1. はじめに

2024 年シーズンでは，サニブラウンハキーム選

手（東レ）がダイヤモンドリーグ 2024 第 6 戦オス

ロ大会にて 9.99 秒をマークし，パリ五輪の参加標

準記録を突破した．また，新潟で実施された第 108

回日本陸上競技選手権大会では，坂井 隆一郎選手

（大阪ガス）が 10.13 秒，東田旺洋選手（関彰商事）

と栁田大輝選手（東洋大学）が 10.14 秒をマーク

し，0.01秒で優勝を争うレースであった．その結果，

サニブラウンハキーム選手，坂井 隆一郎選手，東

田旺洋選手の 3 名が，100m 代表としてパリ五輪に

出場した．100m 予選では，サニブラウンハキーム

選手が 10.02 秒，坂井 隆一郎選手が 10.17 秒，東

田旺洋選手が 10.19 秒をマークし，サニブラウンハ

キーム選手が準決勝進出に至った．さらに，準決勝

では，パーソナルベストとなる 9.96 秒をマークし

た． 

（公財）日本陸上競技連盟科学委員会はこれまで

に国内外で行われた主要大会における 100 m レース

について，走速度やピッチ，ストライドに関するデー

タ測定を行ってきた．これらの結果は同強化委員会

を通じてコーチや選手にもフィードバックされ，競

技力向上の一助となる役割を果たしてきた．本報告

では，2024 年シーズンに科学委員会が測定を実施

した国内外の対象競技会における 100m のレース分

析結果について報告する．

2. 方法

2-1. 対象競技会

・吉岡隆徳記念第 78 回出雲陸上競技大会（4 月

13-14 日，島根）（以下，「出雲陸上」）

・ セイコーゴールデングランプリ陸上 2024 東京（5

月 19 日，東京）（以下，「GGP」）

・ 布勢スプリント 2024（6 月 2 日，鳥取）（以下，「布

勢スプリント」）

・ 第 108回日本陸上競技選手権大会（6月 27 - 30日，

新潟）（以下，「日本選手権」）

・ 第 33 回オリンピック競技大会（8 月 1 - 11 日，

フランス・パリ）（以下，「パリ五輪」）

2-2. 対象選手

対象選手は，上記競技会に出場した国内選手 12

名（計 57 レース）であった．

2-3. 撮影方法

100m 走の撮影には 6 台のハイスピードデジタル

ビデオカメラ（DC-GH5S, Panasonic, Japan もしく

は DC-GH6, Panasonic, Japan）を用い，スタンド

から各校正地点（110m ハードル 1 台目，100m ハー

ドル 1，3，5，7，9台目のグラウンドマーク）の延

長線上に測定者を配置し，各校正点が画角に収まる

ように撮影を行った．撮影のサンプリングレート

は，239.76fps に設定し，測定はスタート時のスター

ターの閃光を撮影した後，全選手がフィニッシュラ

インを通過するまで，カメラをパンニングし，レー

ス映像を撮影した．閃光が明確でない映像は，近し

い地点の映像における同一選手の接地瞬間で同期

し，同期に際しては少なくとも 3箇所のカメラを用

いた．

なお，本研究で用いた映像の一部は，国立スポー

ツ科学センターと協働した研究活動において，もし

くは国立スポーツ科学センタースポーツ医・科学研

究事業において収集された．

2-4. 分析方法

映像分析には，動画再生および編集ソフトウェア

（QuickTimePro7, Apple, USA）または動作解析オー

プンソフトウェア（Kinovea）を用い，いずれのレー
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スにおいてもスターターの閃光をゼロとして，各校

正点をトルソーが通過したフレーム数とカメラのサ

ンプリングレートの逆数との積から通過時間を求め

た．その後，先行研究（大沼ら 2020，大沼ら 2019，

小林ら 2018，松尾ら 2017，松尾ら 2016，松尾ら 

2015）をもとに，各地点の通過時間をスプライン補

間によって内挿することで，レース全体の時間 - 

距離情報を取得し，10 m 区間ごとの走速度，最高

走速度とその出現区間，および走速度低下率を算出

した．また，通過フレーム数を求めた映像から，4 

ステップごとの接地時のフレーム数を求め，4 ス

テップに要した時間の逆数により，4 ステップごと

のピッチを算出した．上記で算出した走速度をピッ

チで除すことで，ストライド長を算出し，最高疾走

速度時のピッチおよびストライド長を算出した．

3. 結果および考察

出雲陸上における分析対象者の最高走速度，最高

走速度到達地点，走速度低下率，最高走速度時にお

けるピッチおよびストライド長を表 1 に，10m ごと

の通過ラップタイムを表 2 に示した．GGP における

分析対象者の最高走速度，最高走速度到達地点，走

速度低下率，最高走速度時におけるピッチおよびス

トライド長を表 3 に，10m ごとの通過ラップタイム

を表 4に示した．布勢スプリントにおける分析対象

者の最高走速度，最高走速度到達地点，走速度低下

率，最高走速度時におけるピッチおよびストライド

長を表 5 に，10m ごとの通過ラップタイムを表 6 に

示した．日本選手権における分析対象者の最高走速

度，最高走速度到達地点，走速度低下率，最高走速

度時におけるピッチおよびストライド長を表 7 に，

10m ごとの通過ラップタイムを表 8 に示した．パリ

五輪における分析対象者の最高走速度，最高走速度

到達地点，走速度低下率，最高走速度時におけるピッ

チおよびストライド長を表1に，10mごとの通過ラッ

プタイムを表 2に示した．

図 1は，サニブラウンハキーム選手のパリ五輪予

選で 10.02 秒を記録したレース，パリ五輪秒準決勝

で自己記録更新となった 9.96 秒を記録したレース，

ブダペスト 2023 世界陸上競技選手権大会準決勝（以

下，「2023 世界陸上準決勝」）で 9.97 秒を記録した

レースの走速度，ピッチ，ストライド長を示したも

のである．パリ五輪秒準決勝で 9.96 秒を記録した

レースと 2023 世界陸上準決勝で 9.97 秒のレースを

比較すると，20-50m 区間の走速度の違いが顕著で

表 1	 出雲陸上における最高走速度，最高走速度到達地点，走速度低下率，最高走速度時におけるピッチお

よびストライド長

表 2　出雲陸上における 10m ごとの通過ラップタイム
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表 3	 GGP における最高走速度，最高走速度到達地点，走速度低下率，最高走速度時におけるピッチおよび

ストライド長

表 5　	布勢スプリントにおける最高走速度，最高走速度到達地点，走速度低下率，最高走速度時におけるピッ

チおよびストライド長

表 4　GGP における 10m ごとの通過ラップタイム

表 6　	布勢スプリントにおける 10m ごとの通過ラップタイム
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表 7　	日本選手権における最高走速度，最高走速度到達地点，走速度低下率，最高走速度時におけるピッチ

およびストライド長

表 8　	日本選手権における 10m ごとの通過ラップタイム

あることがわかる．走速度の決定要因となるピッチ・

ストライド長についてみると，ストライドには大

きな違いはないものの，パリ五輪準決勝では 2023

世界陸上準決勝よりもピッチが高いことが確認で

きる。すなわち，2023 年シーズンと比較して，20-

50m 区間においてピッチが高まったことで，走速度

の向上に至ったものであると推察される．また，パ

リ五輪準決勝レースにおける走速度低下率は 3.47%

で，2023 世界陸上準決勝レースの 4.26% よりも低

かった．一方，パリ五輪準決勝レースにおける最高

走速度は，2023 世界陸上準決勝レースよりも低かっ

た．これらの結果より，自己記録更新に至ったレー

スは，2023 年シーズンよりも相対的に，前半区間

の走速度を高めるとともに，後半の走速度低下を抑

制するといった，いわゆる前半型と後半型のレース

展開を両立したと考えられる．

100m 記録と最高走速度との間には負の相関関係

性があることが明らかにされている（大沼ら 2020，

大沼ら 2019，小林ら 2018，松尾ら 2017，松尾ら 

2016，松尾ら 2015）．松尾ら（2015）の回帰式にも

とづくと，100m 記録 9.96 秒を達成するための標準

的な最高走速度は 11.71 m/s である．一方，サニブ

ラウンハキーム選手のパリ五輪準決勝の最高走速度

は 11.63 m/s であり，同等のタイムの選手と比較す

ると、最高走速度が低値であることを示すものであ

る。加速もしくは低下率に優れていることを維持し

たまま、最高走速度を他選手と同程度に高めること

が可能となれば、さらなるパフォーマンス向上が期

待される。
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表 9　	パリ五輪における最高走速度，最高走速度到達地点，走速度低下率，最高走速度時におけるピッチお

よびストライド長

表 10	 パリ五輪における 10m ごとの通過ラップタイム

2023 
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図 1 	 サニブラウンハキーム選手の走速度，ピッチ，

ストライド長の変化
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